
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 1 回 理事会  

日 時 平成 29 年 4 月 14 日 20：40～21：10 

場 所 長崎リハビリテーション病院 会議室 

出席者 

理事：塩塚 順、大山盛樹、井手伸二、小泉徹児、小無田彰仁、高柳公司、志岐浩二、大石勝規、

重松康志、永木照彦、小柳傑、浦川純二、西本加奈 

監事：柿田謙三、平野英三、大木田治夫 

書記：大月雅之 狩浦圭介 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １）平成 29年度予算書の補正(変更)について 

平成 29 年 3 月 7 日に開催された第 12 回理事会において平成 29 年度予算が承認された。その後公認
会計士の指導を受け、公益インフォメーションへ入力したところ、県医療政策課より「修正可能書類通
知書」が発行された。「公益目的事業に係る収入が公益目的事業に要する費用を超えているので、予算書
の変更が必要。また、補正予算の議決が確認できる議事録を添付すること」という内容で、財務に係る
理事及び関係者の入力方法の認識の相違から生じたものと考えられる。これに対し、三役にて細かな入
力の変更を行った。相互扶助事業を管理費から別枠で入れたところ、その事業を実施するとした内容へ
の修正を求められている。県からの指摘に基づいて、公益インフォメーションに入力した平成 29 年度
予算について、この会を以て補正し、審議・議決を経て再入力する。審議の結果、提案通り可決され
た。 

２）財務調査指導内容より～内規等の見直しの件について 
県医療政策課の財務調査により以下の口頭指導を受けた。(1)学会・研修会参加費の単価を平成 28 年

度から改正したとのことだが、内規で定めた金額が改正されていないので、改正いただきたい。(2)一昨
年の指導により、通帳は事務局長保管、銀行印は大山副会長、金庫保管としたが会計処理規定では、銀
行印の保管は出納責任者(事務局長)のままとなっているので、現状に合わせ改正いただきたい。(3)決裁
や会計の精算処理期間など会計業務の事務取扱いは連絡文書として毎年各部局に周知されている。毎年
内容が変更ないこともあり、規定として整理してはどうか。(4)備品台帳への記載が必要な備品の定義
が、定款施行細則と勘定科目規定とで相違しているので、現状に合わせ改正いただきたい。(5)各部局が
実施するイベント前に、前金として予算額を送金している。イベント後の精算処理に数ヵ月かかってい
るので、決められた期限内に精算いただきたい。(6)事業にかかる経費を前金で予算額を送金している
が、複数の行事分をまとめて送金し精算処理しているので、1 行事につき 1 回の送金とし、その都度精算
いただきたい。以上の指導によりまず内規について、「慶弔に関する交際費等の支給額」、「会費納入日」、
「学会、研修会参加費の規則」、「勘定科目及び帳簿」について修正を行った。次に定款細則について修
正を行っている。審議の結果、提案通り可決された。 

３）事務局用ノートパソコン購入(リース)について 
JPTA の事務局機能強化の意向の下、事務員を 1 名追加することになった。今後、転送電話を和仁会

病院にて事務員の方で受け、作業できるようパソコンを 1 台購入予定。承認は正式な見積が出てからだ
が、１台購入の方向性を決定。審議の結果、提案通り可決された。 

４）新卒者オリエンテーション開催確認・予算補正のお願いについて 
4 月 23 日 9:30～13:00 で新卒者オリエンテーションを開催。今回、他部署との連携強化や新プロを取

りやすいシステムにしたこともあり、参加者が増加。当初予算と精密予算としたときに、24,000 円程度
足が出るが、年度を通してみると足が出なくなると見越している。審議の結果、提案通り可決された。 

５）新入会員承認の件について 
入会 77 名 退会 9 名。審議の結果、提案通り可決された。 

 


